
　近年、SDGsをはじめとした対

応が求められており、塗料や粘

接着剤などの市場においても溶

剤系から水系へのシフトが進ん

でいます。水系で代表される乳

化重合法で製造されたポリマー

ディス パ ー ジョンは 塗 料･コ ー

ティング、粘 接着剤の材料とし

て、建築・製紙・土木・繊維など

の分野で広く使われていますが、

溶 剤 系 材 料と比 べ て 水 系 材 料

は、密着性や耐水性が劣る場合

があり、その改善が求められて

います。

　この改善策として反応性界面

活性剤が用いられています。重

合過程において反応性界面活性

剤がモノマーと共重合してポリ

マー主鎖に取り込まれ、重合中

および重合後のポリマー粒子の

分散安定化に寄与します。また、

フィルム形成時に界面活性剤が

表面にブリードアウトしにくく、密

着不良や吸水による白化が起こ

りにくいフィルムが得られます。

　当社の反応性界面活性剤であ

るアクアロンARシリーズ 図1 は

アクリレートモノマーだけでなく、

スチレンモノマーとも高い共重

合性があり、汎用性の高い製品

です。アニオン性のため界面活

性剤同士の静電反発によりポリ

マー粒子の分散性に優れていま

す。一方で、系内に電解質が多

く存在する処方ではイオン性が

不安定になり、ポリマー粒子の凝

集が起こってしまいます。

　アクアロンANシリーズ 図2 は

非イオン性で、電解質による影

響を受けにくい特徴があります。

アクアロンARシリーズと併用す

ることで、凝集物が発生する塩

化カルシウム濃度が増加します
図3 。つまり、より高濃度の電解

質にも耐性を持ち、ポリマーディ

スパージョンの化学的安定性向

上に寄与します。

　現在、反応性界面活性剤は海

外でも価値が認められ、市場が

拡大しています。これからもお客

さまとの対話を通じてアクアロン

シリーズを用いた最適な処方を

ご提案し、SDGsへの対応や課題

解決に貢献します。

・ 溶剤系に比べると密着性が低く、劣化が早い
・ 水系（ 乳化重合法 ）は、密着性や耐水性に課題

・ 水系でありながら、密着性や耐水性に優れる
・ アニオン系、非イオン系があり用途に応じて調整可能

溶 剤系から水 系に変えたい（ 環 境 へ の 配 慮 ）
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図2  アクアロンANシリーズ図1  アクアロンARシリーズ

図3  ポリマーディスパージョンの
化学的安定性（スチレン/アクリル酸
ブチル /アクリル酸 ）
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DK Sの歩み

DKS 
Chronicle

1918
　1914年に始まった第一次世界大

戦による大戦景気で、日本は本格的

に工業国への道を歩み始めます。当

社の前身となる負野工業製薬所もま

た、急速に拡大する市場と需要に応

えるため、株式会社への改組を行い、

1918年に第一工業製薬株式会社と

して営業を開始しました。1926年に

は京都の七条千本東から七条千本南

に本社・工場の移転を開始し、1938

年には近代工場群を構えるまでに発

展していきます。

　しかし、その道のりは平坦ではあり

ませんでした。創立間もない1920

年の戦後恐慌では、輸出の花形だっ

た生糸・綿糸価格が下落し、数多く

の関連企業が在庫を抱えたまま倒産

したり、長期の操業停止や時短操業

に陥りました。また、1923年の関東

大震災では、当時の国家予算の1.4

倍の資産が焼失して日本経済は麻

痺、不況の慢性化を招いて、のちの

金融恐慌にも繋がっていきました。

　手作業で石鹸を作っていた合名

会社を、株式会社として近代化しな

がら発展させ、これらの経済危機も

乗り越えていく。その原動力となっ

たものは何でしょうか。

　まず挙げられるのは一貫した研究

重視の経営姿勢です。不況や恐慌

時においても奨励制度を制定するな

ど、研究部門の強化を図りました。こ

れがのちに工業品の開発だけでなく、

不況時に強い家庭品の開発に繋がっ

ていきます。

　また、経費の節減や経営の合理化

は製品コストに、設備投資による大量

生産は市場への供給量と品質の安定

に繋がりました。

　これらの 行 動 規 範 の 基になって

いるのは、創立時に常務取締役と

なった小野茂平によって掲げられた

第一工業精神「品質第一」「原価逓減」

「研究努力」を実行した結果で、この

3つの目標は社訓として、いまでも

第一工業製薬に息づいています。　

第一工業製薬の創立
「第一工業製薬」の社名が世に登場したのは、合名会社から株式会社を創立し
たとき。企業規模を拡大し、大量生産の時代を迎える準備が進みます。

Photograph for:

創立時の負野専務、小野常務ほか

創 立 直 後 の 負 野（ 中 央シルクハット姿 ）、
小野（中央軍服姿）、山崎、柳など後に
指導的地位についた人達もみえる。

Photograph for:

近代化・大量生産化へ向けた基盤づくり

ドイツ・レーマン社のクーリングプレス
機が石鹸工場に導入され、大量生産化
に向け、生産体制が整えられていく。

Photograph for:

本社・工場を七条千本南に移転

1926年から12年かけて本社に併設さ
れた鉄筋コンクリートの近代工場群。研
究棟や寄宿舎、食堂、稲荷神社も備える。

家庭品拡充と
大量生産体制の

確立に向けて

左）1938年頃の本社・工場イラスト。
右）社内に掲げられている「品質第一」

「原価逓減」「研究努力」の額。今も
社訓として新鮮さを失うことなく、当社
の中に脈々と生き続けている。
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